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DSM-Ⅳ-TR と ICD-10 である。DSM-Ⅳ-TR では、対人的相互反応の質的な障害、コミュニケーショ
ンの質的な障害、行動・興味・および活動の限定された反復的で常同的な様式の 3 つが主軸となって
いる。また、自閉症は知的発達や症状の表現型が幅広く、それらは連続体をなしているという考えか
－ 320 － 
ら、Wing（1981）は自閉症スペクトラム障害（autism spectrum disorders、以下 ASD）という概念
を用いており、ASD について Wing（1996）は、「広汎性発達障害（pervasive developmental disorder, 























第 1 段階は「密着的接近」の段階、第 2 段階は「不安・不快な場面で求める関係」の段階、第 3 段階
は「不安・不快な場面に立ち向かう心理的安全基地」としての段階である。定型発達児は養育者に対



















て調査を行い、障害児を持つ母親のストレスとして①問題行動と日常生活 ②将来不安 ③人間関係 ④
学校教育 ⑤夫婦関係 ⑥社会資源 ⑦療育方針 の 7 因子を抽出した。障害児をもつ母親は定型発達児
の母親に比べ、ストレスが有意に高い（田中，1996）との報告もあり、障害児の母親の支援は必要不









































































A 市・B 市に在住の学齢期の ASD 児をもつ母親 10 名(小学校 1 年生の母親 5 名、4 年生の母親 5
名)。主に A 市の親の会を通じて調査協力を依頼した。 
 
（2）調査手続き 
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ような子どもの行動特徴を表す 12 項目からなる。 
「サポート不足」因子：〈子どものことを、理解して受け入れてもらえない人や場所がある〉〈母親
としての私を、評価してもらえている（逆転項目）〉〈信頼して相談できる専門機関がある（逆転項
目）〉など周囲からの理解・援助に関する 12 項目からなる。 
「愛着困難」因子：〈子どもは私を見つけると、うれしそうにする（逆転項目）〉〈子どもは不安な
場面で、私がそばにいると落ち着く〉〈子どもは私から離れていても、私が声をかけると戻ってくる〉
など子どもの愛着形成の困難さに関する項目 9 項目からなる。 
「否定的感情」因子：〈私は、子どもを拒否しているのではないかと思うことがある〉〈私は子ども
の母親としてふさわしい（逆転項目）〉〈子どもに障害があるのは、私のせいではないかと自分自身


































調査協力者の母親 10 名および子どもの属性について表１に示す。 
 
表１ 調査協力者および子どもの属性 
  年代 親の会 
の所属 
就学前の 
療育経験 子の性別 子の診断 同胞 
事例 1 30 代 有 有 男 広汎性発達障害 無 
事例 2 30 代 無 無 男 自閉症 有 
事例 3 30 代 無 有 男 広汎性発達障害 有 
事例 4 30 代 有 有 男 広汎性発達障害 有 
事例 5 30 代 無 有 男 広汎性発達障害 有 
事例 6 30 代 有 有 男 自閉症 無 
事例 7 30 代 有 有 男 広汎性発達障害 有 
事例 8 30 代 有 有 男 広汎性発達障害 有 
事例 9 30 代 有 有 男 自閉症 無 
事例 10 30 代 有 有 女 自閉症 有 
－ 326 － 










 愛着困難 サポート不足 問題行動 否定的感情 4 因子平均 
事例 1 3.00 3.00 2.75 3.13 2.95 
事例 2 2.11 3.00 3.00 2.50 2.70 
事例 3 2.22 2.25 2.92 2.38 2.46 
事例 4 3.00 2.08 3.17 1.25 2.43 
事例 5 2.00 2.25 3.25 1.75 2.39 
事例 6 2.00 2.08 2.67 2.63 2.34 
事例 7 2.56 1.92 2.42 1.63 2.14 
事例 8 1.44 1.58 2.25 2.25 1.88 
事例 9 1.22 1.50 2.50 1.63 1.75 
事例 10 1.78 1.17 1.58 1.63 1.51 
     
愛着困難 M＝2.055，SD＝0.440   
サポート不足 M＝2.141，SD＝0.410   
問題行動 M＝2.371，SD＝0.478   
否定的感情 M＝2.332，SD＝0.533   
 
      1SD 以上       －1SD 以下 
      
上記の 4 因子の平均得点が高い事例から降順に並べている。 
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10 名の質問紙調査の結果から、「愛着困難」因子の高群（1SD 以上）3 名と低群（－1SD 以下）2
名に分け、その 5 名の面接逐語記録を分析対象とした。愛着形成に困難さを感じている母親とそうで
ない母親の語りを質的に分析し、両群の特徴を明らかにする。 
対象の 5 名に以下のように ID を付す。 
－ 328 － 
【高群】                 【低群】 
事例 1→A                 事例 8→D 
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・母親の姿が見えなくなった時に激しく泣いたり     
捜しまわったりしたこと(5 歳)      
 


































































































































しまわったりしたこと(5 歳)  
 












































































































１．就学前の ASD 児の母親におけるストレッサーの構造 
 
ASD 児の母親 10 名の質問紙の結果から、それぞれの就学前の時期のストレッサーの構造が明らか
になった。そこから 10 名全体の傾向性と、ストレッサーの構造パターンについて考察する。10 名の
傾向性として、「問題行動」因子が高めであり、また「否定的感情」因子が低めであった。また、「サ
ポート不足」因子の得点の高い母親は 4 因子の平均得点も高く、逆に、「サポート不足」因子の得点
の低い母親は 4 因子の平均得点も低いという結果であった。以上の 3 点について述べたい。 
「問題行動」因子については 10 名の平均が 2.65 であり、10 名中 5 名が先行研究における平均 2.37
の 1SD 以上の得点であった。これら 1SD 以上であった 5 名のうちの多くが 4 年生の母親であること
から、就学前の時期の回想によることの影響を考慮する必要がある。ASD 児の問題行動からくる母親
のストレスは子どもの加齢とともに変化すると言われている（植村・新美，1985）。したがって、就
学直後の 1 年生と 4 年生の間で、就学前の時期における問題行動の印象に差が生じた可能性が考えら
れる。 
次に、「否定的感情」因子についてであるが、10 名の平均が 2.08 であり、10 名中 5 名が先行研究
－ 338 － 
における平均 2.33 の‐1SD 以下の得点であった。このことに関しては、調査の協力を主に親の会を














傾向にあるということから、現在就学して間もない 1 年生よりも、4 年生の母親の方がよりサポート
不足を実感している可能性があり、1 年生の母親と 4 年生の母親の間で、就学前のサポートの印象に
差が出た可能性も考えられる。 
 ストレッサーの構造パターンは、10 名の結果をプロフィール化したものから検討を行う。先行研究
における 4 因子それぞれの平均を基本形とすると、これには事例 6、8 が当てはまる。基本形から「否
定的感情」因子を下げた形が、事例 3、5、9 である。また、「サポート不足」と「否定的感情」が低
く、「愛着困難」と「問題行動」が高い形が事例 4、7 であり、事例 2 は「愛着困難」と「否定的感
情」が低く、「サポート不足」と「問題行動」が高い形になっている。そして、事例 1 は全体的に高









 先行研究，事例６・８ 事例３・５・９ 事例４・７ 
－ 339 － 

































事例２ 事例１ 事例 10 
























































































































































American Psychiatric Association Diagnostic and statistical manual of mental disorders, 4th ed,Text Revision.
（DSM-Ⅳ-TR）,2000:American Psychiatric Association.（高橋三郎,大野裕,染矢俊幸 訳 2002 "DSM-Ⅳ-TR 精
神疾患の分類と診断の手引"医学書院 ） 
Ainsworth，M.D.S.,Blehar，M.C.,Waters，E.,&Wall，S. 1978, "Patterns of attachment"A psychological study 
of the Strange Situation.Hillsdale,NJ:Erlbaum. 
別府哲 1994, "話し言葉をもたない自閉性障害幼児における特定の相手の形成の発達", 教育心理学研究, 42, 2, 
156-166.  
伊藤英夫 1994, "自閉症児の対人関係の発達（1）", 特殊教育研究施設報告,43,62-63. 
神園幸郎 1999, "自閉症児の発達に及ぼす母親の意識変革の影響", 琉球大学教育学部障害児教育実践センター紀
要, , 1-16. 
神園幸郎 2000, "自閉症児における愛着の形成過程 : 母親以外の特定の他者との関係において", 琉球大学教育学
部障害児教育実践センター紀要, 2, 1-16.  
Kanner，L. 1943, "Autistic disturbances of affective contact "Nervous child,2, 217-250.(十亀史郎,斎藤聡明,岩本
憲 訳 2001 
"幼児自閉症の研究 精神医学選書第 2 巻"黎明書房) 
数井みゆき , 遠藤俊彦 2007, "アタッチメントと臨床領域 " ミネルヴァ書房 
小林隆児 & 鯨岡峻 2005, "自閉症の関係発達臨床" 日本評論社 
松永しのぶ, 廣間貴子 2010, "自閉症スペクトラム障害児の母親の診断告知に伴う感情体験", 昭和女子大学生活心
理研究所紀要, 12, 13-24. 
夏堀摂 2001, "就学前期における自閉症児の母親の障害受容過程", 特殊教育学研究, 39, 3, 11-22. 
新美明夫 & 植村勝彦 1984, "学齢期心身障害児をもつ父母のストレス: ストレスの構造", 特殊教育学研究, 22, 2, 
1-12.  
野田香織 2008, "広汎性発達障害児の家族支援研究の展望", 東京大学大学院教育学研究科紀要, 48, 221-227. 
野田香織 2009, "PD006 広汎性発達障害児の家族の支援に対する満足度の検討", 日本教育心理学会総会発表論文
集, , 51, 308. 
大西真美 2008, "広汎性発達障害の子どもを持つ家族に関する研究の動向と今後の課題", 東京大学大学院教育学
研究科紀要, 47, 203-210.  
－ 345 － 
大谷尚 2008, "4 ステップコーディングによる質的データ分析手法 SCAT の提案―着手しやすく小規模データに
も適用可能な理論化の手続き―", 名古屋大学大学院教育発達科学研究科紀要.教育科学, 54, 2, 27-44. 
坂口美幸, 別府哲 2007, "就学前の自閉症児をもつ母親のストレッサーの構造", 特殊教育学研究, 45, ３, 
127-136. 
田中正博 1996, "障害児を育てる母親のストレスと家族機能", 特殊教育学研究, 34, 3, 23-32.  
種子田綾, 桐野匡史, 矢嶋裕樹 , 中嶋和夫 2004, "障害児の問題行動と母親のストレス認知の関係", 東京保健科
学学会誌, 7, 2, 79-87. 
植村勝彦 & 新美明夫 1985, "発達障害児の加齢に伴う母親のストレスの推移--横断的資料による精神遅滞児と自
閉症児の比較をとおして", 心理学研究, 56, 4, 233-237. 
渡部, 奈緒, 岩永, 竜一郎 & 鷲田孝保 2002, "発達障害幼児の母親の育児ストレスおよび疲労感",小児保健研
究,61, 553-560 .  
Wing ，L. 1971, "Autistic Children-a guide for parents "（中園康夫,久保紘章 訳 1975 " 自閉症児" 川島書店） 
Wing ，L. & Gould，J. 1979 , "Severe impairment of social interaction and associated abnormalities in 
children : epidemiology and classification."Journal of autism and childhood schizophrenia,l 9, 11-29. 
Wing ，L. 1981, "Asperger syndrome : a clinical account "Psychological Medicine,2, 115- 129. 
Wing ，L. 1996, "THE AUTISTIC SPECTRUM A guide for parents and professionals", (久保鉱章,佐々木正美,
清水康夫 監訳 1998,"自閉症スペクトル 親と専門家のためのガイドブック "東京書籍) 
山根隆宏 2009, "高機能広汎性発達障害児をもつ親の適応に関する文献的検討", 神戸大学大学院人間発達環境学
研究科研究紀要, 3, 1, 29-38.  
山根隆宏 2010, "高機能広汎性発達障害児をもつ母親の障害認識の困難さ", 神戸大学大学院人間発達環境学研究
科研究紀要, 4, 1, 151-159.  
吉利宗久, 林幹士, 大谷育実 , 来見佳典 2009, "発達障害のある子どもの保護者に対する支援の動向と実践的課題
", 岡山大学大学院教育学研究科研究集録, 141, 1-9. 
湯沢純子, 渡邊佳明 , 松永しのぶ 2008, "自閉症児を育てる母親の子育てに対する気持ちとソーシャルサポート





研究", 東京家政学院大学紀要.人文・社会科学系, 48, 71-78.  
Baron-Cohen，S. 2008, "Autism and Asperger Syndrome-The Facts",（水野薫,鳥居深雪,岡田智 訳 2011,"自閉症
スペクトラム入門 "中央法規） 
別府哲 2001, "自閉症児の他者理解" ナカニシヤ出版 
遠藤利彦 2009, "アスペルガー症候群におけるアタッチメント (アスペルガー症候群の子どもの発達理解と発達援
助) -- (アスペルガー症候群の発達を理解する)", 別冊発達, , 82-97.  
遠藤利彦 2010, "アタッチメント理論の現在: 生涯発達と臨床実践の視座からその行方を占う (III 展望)", 教育心
理学年報, 49, 150-161.  
Frith， U. 1991, " Autism and Asperger syndrome", Cambridge Univ Pr.（冨田真紀 訳 1996 , "自閉症とアスペ
ルガー症候群" 東京書籍） 
芳賀彰子 , 久保千春 2006, "注意欠陥/多動性障害, 広汎性発達障害児をもつ母親の不安・うつに関する心身医学的
検討", 心身医学, 46, 1, 75-86.  
Hastings, R.P. & Johnson, E. 2001, "Stress in UK families conducting intensive home-based behavioral 
intervention for their young child with autism", Journal of Autism and Developmental Disorders, 31, 3, 
327-336.  
狗巻修司 2007, "自閉症幼児の他者理解の発達と療育上の留意点: 愛着対象の形成に焦点をあてて", 福祉社会研究, 
7, 107-121. 
岩崎久志 , 海蔵寺陽子 2009, "軽度発達障害児をもつ母親への支援", 流通科学大学論集− 人間・社会・自然編, 22, 
1, 43-53. 
－ 346 － 
工藤麻由 , 奥住秀之 2008, "障害児をもつ親のストレスに関する文献検討"東京学芸大学紀要 総合教育科学系 59, 
235-241. 
釘崎良子 , 服巻 繁 2005, "自閉症の子どもを持つ親の支援のあり方に関する検討 : 自閉症親の会アンケート調
査による(保健福祉部福祉学科)", 西南女学院大学紀要, 9, 72-82. 
前田明日香, 荒井庸子, 井上洋平, 張鋭, 荒木美知子, 荒木穂積 & 竹内謙彰 2009, "自閉症スペクトラム児と親の
支援に関する調査研究", 立命館人間科学研究, 19, 29-41. 
丹羽郁夫 1991, "自閉症児を抱える母親のストレス構造", 慶応義塾大学大学院社会学研究科紀要,  89-98. 
大谷尚 2011, "SCAT: Steps for coding and Theorization: 明示的手続きで着手しやすく小規模データに適用可能
な質的データ分析手法"日本感性工学会論文誌, 10, 3, ,155-160 
尾崎康子 2005, "幼児期における自閉性症状に及ぼす母子支援の有効性 : 愛着形成と母子分離のプロセスからの
検証", 富山大学教育実践総合センター紀要, 6, 127-136. 
Rutter，M. 1968, "Concepts of autism : a review of reseach " Journal of Child Psychology and 
Psychiatry,9,1-25.(丸井文男 監訳"自閉症 その概念と治療に関する再検討 精神医学選書第 8 巻"黎明書房) 
杉本令子 2008, "育児ストレス・育児ストレスコーピングに関する研究動向", 日本女子大学大学院人間社会研究科
紀要, 14, 133-147. 
杉山登志郎 2011, "発達障害のいま" 講談社現代新書 
田辺正友 , 田村浩子 2006, "高機能自閉症児の親の障害受容過程と家族支援", 奈良教育大学紀要, 人文・社会科学, 
55, 1, 79-86. 
山田陽子 2010, "療育機関に通う自閉症スペクトラム児をもつ母親の育児ストレスに関する研究", 川崎医療福祉
学会誌, 20, 1, 165-178. 
山根隆宏 2011, "高機能広汎性発達障害児をもつ母親の診断告知時の感情体験と関連要因", 特殊教育学研究, 48, 5, 
351-360. 
 
 
 
